
平素よりあいおいニッセイ同和損保の自動車保険をご愛顧いただき、誠にありがとうございます。
あいおいニッセイ同和損保では、ご契約条件ごとの保険金のお支払状況等を踏まえ、保険料の見直しを行いました。
保険料の見直しについてご理解を賜りますとともに、引き続きあいおいニッセイ同和損保の自動車保険を
ご愛顧いただきますよう、何卒よろしくお願い申し上げます。

●世界的な物価上昇や多発する自然災害の影響に伴い、お支払いする保険金の額が増加することや、当社における直近の保険金のお支
払状況等を踏まえ、今後も社会インフラとしての自動車保険を安定してご提供していくため、保険料の見直しを行いました。

●本見直しに伴い、実際にお客さまにご負担いただく保険料は、引上げ傾向となります。
●ただし、個々のお客さまにより引上げとなるケースと引下げとなるケースがありますので、保険申込書等に記載の保険料をご確認く
ださい。

令和6年1月1日以降に満期を迎えるお客さまへ

自動車保険の保険料見直し
に関するご案内

保険料見直しの概要

自然災害の多発に伴う自動車保険料への影響
●近年では、

ひょう

雹災被害などの自然災害に伴うお車の損害へお支払いする保険金が増加しています。
●台風や

ひょう

雹災などの自然災害は、一度発生すると広い範囲に渡って損害が発生し、お支払いする保険
金の額の増加要因となります。

令和6年1月以降保険始期用

ビッグモーター社における不適切な自動車保険金請求につきまして、お客さまおよび関係者の皆さまにご心配とご迷惑をお掛け
しており、心よりお詫び申し上げます。 
今回の改定では、ビッグモーター社の不適切な自動車保険金請求の影響によって、お客さまの不利益とならないよう、現時点で
想定しうる不適切な自動車保険金請求の影響見込み額を控除のうえ、保険料の見直しを行いました。
（注）ビッグモーター社は、株式会社ビッグモーター、株式会社ビーエムホールディングス、株式会社ビーエムハナテンの3社をいいます。

ビッグモーター社（注）による不適切な自動車保険金請求が保険料見直しに与える影響について

（出典元） ・総務省統計局「消費者物価指数（CPI）」
 ・損害保険料率算出機構「自動車保険の概況」2022年度版

物価上昇に伴う自動車保険料への影響
●近年、世界的な物価上昇に伴い、
お車の部品代や修理費など、さま
ざまなモノ・サービスの価格が上
昇しています。

●これに伴い、事故によりご契約の
お車が壊れた場合の修理費等を
補償する「車両保険」や、事故によ
り相手のものを壊した場合に賠償
が必要な修理費等を補償する「対
物賠償保険」などにおいて、お支
払いする保険金の額も増加してい
ます。

●加えて、衝突被害軽減ブレーキな
どの性能の高い機能を搭載した自
動車の普及もあり、事故1件あたり
の保険金は上昇傾向にあります。

■お支払い1件あたりの修理費 と 消費者物価指数の推移

2019年 2020年 2021年 2022年 …

車両
313.4千円 316.8

321.6

対物賠償
275.1千円 284.9

290.0

消費者物価指数（CPI）



■ご契約内容〔タフ・クルマの保険〕（改定前…始期日：令和5年1月、保険期間1年　改定後…始期日：令和6年1月、保険期間1年）
○自家用普通・小型乗用車または自家用軽四輪乗用車　20等級・事故有係数適用期間0年、35才以上補償（タフ・クルマの保険）記名被保険者年令別料率区分：40～
49才、料率クラス：自家用普通・小型乗用車の場合…車両クラス7、対人・自損クラス7、対物クラス7、傷害クラス7、自家用軽四輪乗用車の場合…車両クラス2、対人・
自損クラス2、対物クラス2、傷害クラス2、初度登録年月：令和5年1月、新車割引：あり、ASV割引：なし、運転免許証の色：ゴールド、使用目的：日常・レジャー使用
○車両保険補償内容　車両保険〈「10補償」限定補償〉（免責金額0－10万円）：自家用普通・小型乗用車200万円、自家用軽四輪乗用車100万円、車両全損時復旧
費用特約:なし、新車特約:なし、全損時諸費用特約：あり、車両保険無過失事故特約：あり、その他本資料中に記載のない他の特約・割引はなし
○払込方法　口座振替12回払または一時払

（2023年10月承認）　GB23A010437　［RK85］

●このチラシは概要を説明したものです。ご契約にあたっては必ず「タフ・クルマの保険パンフレット」「タフビズ事業用自動車総合保険パンフレット」のいずれかのパンフレット
および「重要事項のご説明」をあわせてご覧ください。また、詳しくは「ご契約のしおり（普通保険約款・特約）」をご用意していますので、必要に応じて当社ホームページ
でご参照ください。もしくは、代理店・扱者または当社までご請求ください。ご不明な点につきましては、代理店・扱者または当社にお問合わせください。
●「タフ・クルマの保険」は個人総合自動車保険、「タフビズ事業用自動車総合保険」は一般総合自動車保険のペットネームです。
●契約取扱者が当社代理店または社員の場合は、当社の保険契約の締結権を有し、保険契約の締結・保険料の領収・保険料領収証の発行・ご契約の管理などの業務を
行っています。したがって、当社代理店または社員と契約され有効に成立したご契約につきましては、当社と直接契約されたものとなります。

主な特約保険料の改定

※保険料例は、下記ご契約内容の場合の保険料です。ご契約内容や保険期間が長期の場合等により上記と保険料が異なります。

●車両保険「10補償限定」特約において、ご契約のお車が「乗用具との衝突・接触」「歩行
者・動物との衝突・接触」の事故によって損害を被った場合に補償の対象とします。

●本特約をセットした場合の車両保険の保険料例は、以下のとおりです。

改定前 改定後

新たに補償の対象化

差 額用途車種
自家用普通・小型乗用車 月額1,330円

（一時払15,210円）
月額1,050円

（一時払11,960円）

月額1,430円
（一時払16,350円）
月額1,130円

（一時払12,930円）

月額+100円
（一時払+1,140円）

月額+80円
（一時払+970円）自家用軽四輪乗用車

乗用具との衝突・接触

1車両保険「10補償限定」特約

●記名被保険者等が勤務先の社有車等を業務のために乗車中の事故を補償の対象とします。
●補償の拡充および直近の本特約の保険金お支払い状況を踏まえ、保険料を見直しました。
●本特約の保険料例は、以下のとおりです。

改定前 改定後 差 額特 約
弁護士費用（自動車事故型）特約 月額260円

（一時払3,000円）
月額370円

（一時払4,200円）

月額270円
（一時払3,100円）
月額380円

（一時払4,300円）

月額+10円
（一時払+100円）
月額+10円

（一時払+100円）弁護士費用（自動車・日常生活事故型）特約

新たに補償の対象化
勤務先の社有車等を
業務のために
乗車中の事故

3弁護士費用に関する特約

●走行データを活用した「安全運転の促進や事故低減のための機能・サービス」を今後も継続的に安定して提供していくため、データの取得・
管理にかかるコストの状況を踏まえ、テレマティクス自動車保険の保険料についても見直しを行いました。本見直しに伴い、実際にお客さま
にご負担いただく保険料は、引上げ傾向となります。

テレマティクス自動車保険の保険料見直し

歩行者・動物との衝突・接触

●「落輪等」「車両損害」「故障損害」「走行障害」のいずれにも該当しない「ご契約のお車に発生
したトラブル事象により走行不能となった場合」も補償の対象とします。また、レンタカー
返却時の乗り捨て費用を補償の対象とします。

●新車特約または車両全損時復旧費用特約をセットしたご契約で、これらの特約を適用し
て代替自動車の取得を行ったときは、ロードサービス費用特約および代車補償拡張特約
のレンタカー使用日数について「30日限度」から「90日限度」に延長します。

●補償の拡充および直近の本特約の保険金お支払い状況を踏まえ、保険料を見直しました。
●本特約の保険料例（自家用普通・小型乗用車の場合）は、以下のとおりです。

改定前 改定後 差 額特 約
ロードサービス費用特約
［代車補償対象外］

月額210円
（一時払2,440円）

月額1,040円
（一時払11,930円）

新車特約なし
の場合

新車特約あり
の場合

月額240円
（一時払2,790円）
月額1,180円

（一時払13,500円）

月額+30円
（一時払+350円）

月額1,210円
（一時払13,820円）

月額+170円
（一時払+1,890円）

月額+140円
（一時払+1,570円）ロードサービス費用特約

代車補償拡張
レンタ型 7,000円

新たに補償の対象化

トラブル事象による
走行不能

レンタカー返却時の
乗り捨て費用

2ロードサービス費用特約


